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　大町市内ではGW頃から田んぼに水が張られ、いよ

いよ夏本番に向けた景色になってきました。田んぼに

水が張られると一斉に姿を現すのがカエル。夕暮れ時

から大きな合唱音が響き渡ります。

　さて、少し前のアニメの曲で「トノサマガエル、ア

マガエル、カエルにいろいろあるけれど～♪」と言っ

た歌詞がありますがご存知でしょうか？大町市内でも

トノサマガエル、アマガエルの他にモリアオガエル、

ヤマアカガエル、シュレーゲルアオガエルなど、多く

の種が生息しています。

　中でもアマガエルは生息する環境によって体色を

様々変化させることができ、スタンダードな緑の他、

茶色や灰色などの姿を見かけたことがある方は多いか

と思います。これは目から入った周囲の色の情報によっ

てホルモンが分泌され、それが体の表面の色素細胞に

作用して伸び縮みさせることで様々な体色を発現させて

いるためです。

　そんな個性あふれるアマガエルの中でも珍しい色をし

たカエルと出くわすことがあります。それは青いアマガ

エルであり“幸せを呼ぶカエル”とも呼ばれます。なぜ

青色なのか？ブルーシートの上で発見したから？いえい

え、これは皮膚にある黄色い色素細胞の欠損が原因と言

われており、緑になれないカエルなのです。この青さに

も個体差があり、色素の欠損程度により全身真っ青の個

体もいれば、淡い水色の個体、中には頭だけが青色と言っ

た最先端のおシャレさんもいるようですが、私はまだ淡

い水色の個体にしか出会ったことがありません。

　この夏は田んぼに小さな幸せや自分に似たカエルを探

しに行ってはいかがでしょうか？　　
（市立大町山岳博物館　学芸員）

藤田　達也

無  料
Free

展示・イベントのご案内

夏休み！たかがり自然探険隊

　水辺の生き物を探したり、夜の虫や

動物の観察を行います。2 日目には

1,164m の鷹狩山の山頂を目指しま

す。

■期日　7 月 28 日（水）・29 日（木）

■時間　9 時 30 分～正午

■主催　長野県山岳総合センター

　（当館共催）

■受付　山岳総合センター

■会場　大町公園および当館周辺

■対象　小学生

■定員　15 名（先着）

■費用　3,000 円

■申込み　前日までに山岳総合セン

ターへお電話ください。

　（026-239-1031）

わくわくチャレンジ教室

「みんなで温暖化ウォッチ
セミの抜け殻を探せ！」

　大町公園でセミの抜け殻を探し、同

定します。抜け殻からどんなセミが暮

らしているかを知り、過去の結果と照

らし合わせて、地球温暖化が生き物に

及ぼす影響について学びます。

■期日　8 月 4 日（水）

■時間　10 時 00 分～正午

■主催　長野県環境保全研究所

　（当館共催）

■場所　大町公園および当館周辺

■対象　小学生とその保護者

■定員　20 組（先着）

■費用　無料

■申込み　前日までに長野県環境保

全研究所へお電話ください。

　（026-239-1031）

自然ふれあい講座

山博友の会だより
当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HPでご覧いただけます。

探鳥会in 大峰 （5月9日）

　昨年実施できなかった探鳥会を、池田町大峰山一帯で開

催することができました。山岳博物館の栗林学芸員を講師

として、前半は山頂付近の白樺の森を途中２ヶ所でしばら

くとどまって散策観察を行い、後半は大カエデから林道を

南に回って、直下から大カエデに戻るコースを歩きました。

26 種類を確認でき、ウグイス、キビタキはにぎやかに、

クロツグミは梢でさえずり、ゆっくりと姿を見せてくれま

した。

　探鳥会をメインとしましたが、ウワミズザクラなどの花

にも目を配り、爺ケ岳カルデラから来た凝灰岩も観察しま

した。山望は北アルプスはもとより、火打・焼山などの頸

城の山々も望むことができました。

「超！蝶観察会」

　大町公園や博物館周辺を散策して、

蝶の採集・観察を行った後、博物館で

収蔵する蝶の標本を顕微鏡で詳しく

観察します。

■期日　８月１日（日）

さんぱく こども夏期だいがく

■時間　午前 10 時 00 分～正午

■場所　大町公園および当館周辺

■対象　小学生とその保護者

■定員　20 名（先着）

■費用　無料

■申込み　当館へ参加希望者の氏名・

住所・電話番号・生年月日を FAX

または E メールにて

「河原の石ころを見に行こう」

　北アルプスは約 200 万年前から

火山活動と隆起を始め、現在の姿にな

りました。高瀬川支流の篭川には、北

アルプスから削り出された石ころが

たくさんあります。石ころを観察し

て、北アルプスの成り立ちをさぐりま

す。

■期日　9 月 12 日（日）

■時間　9 時 00 分～ 11 時 30 分

■場所　篭川の河原

■対象　親子

■定員　10 組（先着）

■費用　1 組 500 円

■申込み　当館へ参加希望者の氏名・

住所・電話番号・生年月日を FAX

または E メールにて

親子地学教室

人事異動のお知らせ
　令和３年４月１日付で、当館職

員に次の異動がありました。

転出　関　悟志（学芸員） 

   　　※大町市文化財センターへ転出

新任　江津　文人（事務員）
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新発見？
　長野県で絶滅危惧ⅠA類と評価される大変貴重な

鳥ブッポウソウ。2020年の８月に、今まで確認さ

れたことのなかった松本市の北西部にて、筆者が成

鳥とヒナを確認。瑠璃色に輝くこの鳥はどんな鳥で、

今何が起きているのでしょうか。

ブッポウソウとは
　ブッポウソウは、ハトより少し小さい鳥で、くちば

しと足が赤く、太陽の光があたると全体が青く輝く

美しい鳥です。冬の時期は東南アジアで過ごし、５

月の初めに日本に渡ってくる夏鳥です。

1.ブッポウソウの暮らす場所
　ブッポウソウは、もともとは山深く比較的大きめ

の川沿いに生息し、長野県ではブナ林などの静寂な

森林で、樹洞を利用して繁殖する鳥でした。また、大

木のある社寺林などでも繁殖がみられ、長野県木曽

谷にある御岳神社が、この鳥の繁殖地として国の天

然記念物に指定されているのをはじめ、この鳥が繁

殖する多くの地域の神社やお寺の境内が文化財に指

定されています。

2.食べているもの
　トビケラ、ガガンボ、トンボなどを主食とし、雛に

はアオカナブンや、ノコギリクワガタ、ヒグラシ、オ

ニヤンマなどを与えています。

　近くをとんだ虫を飛びながら空中でとらえます。

「フライングゲット」ならぬ、「フライングキャッチ」

と呼ばれます。

さんぱく研究最前線

大町から消えた霊鳥

ブッポウソウ

■ブッポウソウ1200年の歴史

1.仏・法・僧と鳴く霊鳥
　仏教において、大切な３つの宝があります。それ

は「仏・法・僧」といわれ、仏教の教主である「仏」、

その経典である「法」、仏教を信奉する「僧」を指し

ます。

　何と、古くから様々な神社仏閣、和歌山県の高野

山や東京の高尾山などでは、夜になるとその「仏法

僧」という言葉を、鳥が口ずさんでいるのが聞かれ

ていました。

　その言葉の主は、昼に社寺林に現れる美しい鳥、

ブッポウソウのものと信じられました。仏法僧のイ

メージと合わせ、昔からこの鳥は霊鳥として崇めら

れました。

２.空海とブッポウソウ
　平安時代の初め、804（延暦23）年に空海（弘

法大師）の詩などを選んで編集した「性霊集」に

は、「後夜聞仏法僧」という題名の詩が載っていま

す。その誌の内容は次のとおりです（以下国松

2006引用）。

　— 空海は独りで山中の草堂に座り、一晩中勤行し

ていました。夜明け近く、「ブッポウソー」と鳴く声

が聞こえて、心は澄み渡りました。鳥の声と人間の

心、大自然は一体となって、心に一点の曇りもなく、

悟りの境地に達しました。—

　こんな古い時代から人々は「ブッポウソー」と鳴

く鳥のことを知っていました。

左上：成鳥のブッポウソウ　右上：幼鳥のブッポウソウ
2020年8月9日、松本市北西部にて筆者撮影
※詳細な発見場所は、生息地保護のため非公開

ブッポウソウとは

ブッポウソウ1200年の歴史

▲飛んでいる生き物をフライングキャッチ！

３．千年以上誤解されたブッポウソウ
　このように古くから知られていたブッポウソウで

すが、時代は下り、鳥類研究が盛んになってきた昭和

の時代、ある疑問が研究者の間で産まれました。そ

れは、「ブッポウソーと鳴くのは、この鳥ではないの

では・・・」というものです。

　1935（昭和10）年、レコードに録音した「ブッ

ポウソー」という声を、フクロウの仲間の「コノハ

ズク」に聴かせたところ、何度も「ブッポウソー」

と鳴きました。また、「ブッポウソー」と鳴く鳥を猟

銃で撃ち落としたところ、コノハズクであったこと

がわかり「ブッ

ポウソー」と鳴

いているのは実

はコノハズクで

あったことが判

明しました。

　とはいえ、今

まで「ブッポウ

ソー」と鳴くと

信じられていた

鳥は、現在でも

「ブッポウソウ」

と名付けられて

います。

　　　　　　　

　　　

４.近年のブッポウソウ
　長野県でブッポウソウの調査をした矢沢米三郎に

よると、1920年代には長野県の各地でこの鳥が繁

殖していたようです。　

　しかし、その後繁殖場所は次々に失われ、この鳥の

繁殖地として国

の天然記念物に

指定された木曽

の御岳神社でさ

え 1970 年 代

の半ばに繁殖が

見られなくなり

ました。2012

年では、なんと

長 野 県 全 域 で

30 つがいにま

で減少してしま

いました。

　姿が見られな

くなったのは、

ここ大町も例外

ではありません

でした。
▲ブッポウソウの繁殖地の変遷
　出典：長野県2012　　

▲：ブッポウソーと鳴くコノハズク

■大町とブッポウソウ
　1984 年 発 行

の大町市史自然史

編には、ブッポウ

ソウの名前があり

ます。右の写真は、

1953 年 に 大 町

市社地区で採取さ

れたもので、かつ

てここにブッポウ

ソウが生息してい

た 貴 重 な 記 録 で

す。現在は目撃情

報がありません。

■なぜいなくなったのか？？
　この鳥が生息するには、エサとなる昆虫が豊富に

ある環境と、繁殖場所となる樹洞が得られる森が近

くにあることが必要です。これらが開発などによる

山の切り崩し、社寺林近くの宅地化などによる、里

山環境の悪化が減少要因と考えられています。

■ブッポウソウ再び！
　現在、長野県内でこの鳥が繁殖しているのは、北

の端の栄村と逆に南の端の天竜村、中川村などに限

られます。

　保護の取り組みとして、繁殖地に巣箱かけなどが

行われています。

　今回、松本でブッポウソウを発見した場所は、記

録上目撃情報のなかったところです。

　大町市で確認されなくなった理由はわかっていま

せんが、松本市で確認された現在、かつて観測され

た大町市でも今後見られる可能性があります。

　今後ブッポウソウを保護・回復させていくには、

人の手も必要となるのかもしれません。そのために

は、まずは発見したら早めの保護対策が重要となり

ます。

　かつて見られた大町でも再びブッポウソウが戻っ

てくる可能性が、また、すでにどこかに戻ってきて

いる可能性もあります。大町で再びブッポウソウが

生きられるためにも、ブッポウソウの存在に早めに

気づき、対策を考えることが必要になります。

　　　　　　　　　　　　　　　　 （山岳博物館　学芸員）

〔参考文献〕　国松俊英（2006）仏法僧の正体を追う 声のブッポウ

ソウはどのように解明されたか．BIRDER（６）．文一総合出版．

東京．栗林勇太（2021）長野県中信地域におけるブッポウソウの

記録．市立大町山岳博物館研究紀要．長野県（2012）ブッポウソ

ウ保護回復事業計画．中村浩志（2004）甦れ、ブッポウソウ．山

と渓谷社．大町市（1984）大町市史第１巻自然環境資料．大町市．

中村浩志・田畑孝宏（1990）ブッポウソウの雛の食物．日本鳥学

会誌38（３）．山階芳麿（1941）日本の鳥類と其の生態2.岩波書

店，東京

大町とブッポウソウ

なぜいなくなったのか？？

ブッポウソウ再び！

▲：大町市社で採取されたブッポウ
ソウの剥製．採取：1953年9月
10日，山岳博物館蔵

栗林　勇太

ぶっ         ぽう        そう
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大町から消えた霊鳥

ブッポウソウ

■ブッポウソウ1200年の歴史
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〔参考文献〕　国松俊英（2006）仏法僧の正体を追う 声のブッポウ

ソウはどのように解明されたか．BIRDER（６）．文一総合出版．

東京．栗林勇太（2021）長野県中信地域におけるブッポウソウの

記録．市立大町山岳博物館研究紀要．長野県（2012）ブッポウソ

ウ保護回復事業計画．中村浩志（2004）甦れ、ブッポウソウ．山

と渓谷社．大町市（1984）大町市史第１巻自然環境資料．大町市．

中村浩志・田畑孝宏（1990）ブッポウソウの雛の食物．日本鳥学

会誌38（３）．山階芳麿（1941）日本の鳥類と其の生態2.岩波書

店，東京

大町とブッポウソウ

なぜいなくなったのか？？

ブッポウソウ再び！

▲：大町市社で採取されたブッポウ
ソウの剥製．採取：1953年9月
10日，山岳博物館蔵

栗林　勇太

ぶっ         ぽう        そう
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令和3年度 市立大町山岳博物館 企画展

　今年はさんぱく（山博）が誕生して、70年です。そこで当館では、創立70

周年を記念した企画展を7月17日（土）～11月28日（日）に開催いたしま

す。ここでは、企画展の見どころや関連催しをご紹介いたします。

　北アルプスは日本を代表する山岳ですが、山岳地帯の調査はきわめて困難であるため、北アルプス

の生い立ちが実際の地質データにもとづいて解明されるようになったのは1990年頃からです。この

30年間に貴重な研究成果が蓄積されてきましたが、その内容が広く紹介・解説される機会は多くはあ

りませんでした。

　本章は、平成30年度に開催した企画展「北アルプス誕生-激動の500万年史-」を再編したもので、

北アルプスとその周辺の地形を解説し、これまでに明らかになった山脈の形成史をご紹介します。　

　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　協力：原山　智（信州大学名誉教授）

第１章「北アルプス誕生 －激動の 500万年史－」

1．フィールドワーク
「高山植物の花のふしぎ
観察会」（友の会会員限定）

期日：７月22日（木, 祝）

場所：白馬八方

（黒菱平～八方池）

参加費：有料（６月１日より

申し込み受付）

主催：大町山岳博物館友の会

2．ミュージアムガイド

期日：７月 17 日（土）・8 月

14日（土）

時間：各日とも

１回目･･･午前10時30分～

２回目･･･午後２時30分～

※所要時間は 20 分程度、午

前・午後とも内容は同じ

会場：当館 特別展示室

※事前申込み不要。ただし、

通常観覧料が必要です

3．さんぱくゼミナール
「高山のお花畑が教えて
くれる生き物と生き物
の繋がり」

期日：９月18日（土）

午後1時30分～ 3時30分

場所：当館　講堂

講師：石井博さん

（富山大学理学部教授）

参加費：無料（８月２日より

申し込み受付）

主催：市立大町山岳博物館

矢野  孝雄（元 市立大町山岳博物館専門員）

　中部山岳域は、長い地質時代の中で繰り返された地殻変動、火山活動、氷河の影響を受けて、複雑

な地形と地質を有しています。母岩の違いは、酸性度、保水性、栄養塩類が異なる多様な土壌を形成

第２章「日本の高山植物群落の成り立ち」
工藤　岳（北海道大学地球環境科学研究院准教授）

　高嶺の花、高山植物。その数は 400 種以上とも言われ、それらにより多様な高山植物群落が形成され

ています。しかし、芽生えや花の内部形態、またそれらの生活について知ろうとすると、詳しく図示した

図鑑等は見当たらず、調べれば調べるほどにすべてがなぞめいているように感じます。

　本章では、栽培や現地での観察で得た事柄をもとに【花】、【果実】、【種子】、【芽生え】の４つに【ときどき

ふしぎ発見！】を加え、50 種あまりのとっておきの情報をご紹介いたします。　（写真はイワギキョウ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　     協力：藤田淳一（長野県植物研究会）　大町山岳博物館友の会

第３章「花、果実、種子、芽生え  ときどきふしぎ発見！」
千葉悟志（市立大町山岳博物館学芸員）・白井伸和（白山高山植物園）

し、そこに生育する高山植物の種類に強く影響します。そして高山植物の分布に最も強い影響を及ぼ

しているのが積雪分布です。日本は世界有数の豪雪地域で、高山には万年雪が見られる場所がいくつ

もあります。複雑な山岳地形は、積雪深の場所による著しい違いを作り出し、この不均一性が高山植

物群落の多様性に強く関係しています。

　本章では、第１部で高山植物群落は風衝地-雪田連続体によって育まれていること、第２部で中部山

岳地域に分布する高山植物の特徴についてご紹介します。

※ 各催しについては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により中止を含めて
予定変更の可能性があります。

※ 1 は大町山岳博物館友の会会員のみが参加できる催しです。
※ 1 と 3 の催しには、申し込み開始日があります。事前予約はできません。

北アルプス誕生とそこに息づく高山植物の
ものがたり
― 花、果実、種子、芽生え ときどき ふしぎ発見！ ―

市立大町山岳博物館 創立 70 周年記念

関　連　催　し
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　当館の職員が行っている調査研究

の内容や収蔵資料に関する情報につ

いて、具体的な内容を市民や地域住

民にお伝えする研究報告・話題提供

を行いました。

　「気候変動はなぜ起こる？」「爺ヶ

岳の雪形伝承と山名由来」など、自

然や歴史について２週にわたって６

つのテーマで報告を行いました。

　当日は定員に達する多くの方にご

参加いただき、参加者から様々な質

問が寄せられ、地域住民の方々の関

心の高さと当館の研究報告の場の必

要性を確認しました。

山のサイエンスカフェ
inさんぱく2021を開催しました

令和３年３月７日（日）・14日（日）

　当館では主に近隣市町村の学生を

対象に職場体験実習の受け入れを

行っています。3月19日（金）か

ら毎週1回、実習生1名の受け入れ

を行いました。

　普段接することのない種類の動物

たちの飼料の準備や掃除など、飼育

業務に携わることで、今まで以上に

動物に対する魅力を感じてもらう機

会とすることができたと思います。

この経験を通して、学んだことを将

来に活かしていただければ幸いで

す。

　当館では平成27年度の創刊以来、

『研究紀要』を毎年発行しています。

本誌では、北アルプスと周辺地域の

自然科学、人文・社会科学諸分野の

調査研究に関する学術的な成果情報

を収録しています。このたび最新号

『研究紀要 第６号』（A4判・カラー

53頁）を発行しました。

　本誌は、最新号を含め、過去の

バックナンバーを当館公式ウェブサ

イト上にてオンライン版電子ジャー

ナル（PDF）として全編公開中で

すので、ぜひご高覧いただき、ご活

用ください。

職業体験実習を受け入れました
令和3年3月19日（金）～ 5月21日（金）

『研究紀要 第６号』を発行しました
令和３年3月31日（水） 発行

　山岳博物館友の会総会の記念講演

会を開催しました。

　講師として地質の研究者である矢

野孝雄さんをお招きして、「大町市

にみる岳・野・湖・山（たけのこやま）」

というテーマで、北アルプスや大町

市の成り立ち、「岳・野・湖・山」の

自然資源からもたらされる恵みにつ

いて、大変わかり易くお話ししてい

ただきました。自分たちの生活する、

あるいは活動する大町市や北アルプ

ス近隣地域への理解を深めていただ

くとても良い機会とすることができ

たと思います。

山岳博物館友の会総会記念講演会
を開催しました

令和3年4月18日（日）

　GWの５日間、付属園まつりを開

催しました。

　今年はクイズラリー、動物観察ツ

アー、おおまぴょんと遊ぼう、ワー

クショップ、友の会ボランティアに

よるライチョウガイドの５つの催し

を行いました。

　じっくり動物を観察したり、楽し

んでクイズを行う子どもたちの姿が

印象的でした。

　このイベントを通じて、付属園や

動物を身近に感じるきっかけとなれ

ば幸いです。

　長野県山岳総合センターとの共催

イベントとして、すごいぞ！信州の

山シリーズ「ホネホネパズル講座」

を開催しました。

　自分たちの体の中にある”骨”っ

て何だろう？といったことの解説を

行ってから、博物館に収蔵している

様々な動物の骨のコレクションの観

察、最後には本物のニホンジカの全

身の骨を利用したパズルを完成させ

ることで、動物の体の仕組みについ

て学んでいただく時間とすることが

できました。

付属園まつりを開催しました
令和３年５月１日（土）～５日（水）

ホネホネパズル講座を開催しました
令和3年5月15日（土）

ハクビシンはネコじゃない付属園だより

　付属園の動物説明看板

を見ながらよく呟かれる

言葉があります。「ネコ

目ジャコウネコ科、じゃ

あハクビシンはネコの仲

間なんだね」実はこれ、

違うんです。

  1.ネコ目って何？
　ネコ目は別名「食肉目」と呼ばれ、進化の過程で肉を

裂くのに適した歯、裂肉歯という臼歯(奥歯の一部)を

発達させた動物が当てはまります。つまり、元々ネコ

に近い動物を示した言葉ではありません。

　ネコ目からさらに細かく分類すると、ネコ科、イヌ科、

ジャコウネコ科、クマ科、アザラシ科、イタチ科、ハイ

エナ科など様々な科に分かれます。

　ネコの仲間とは、この中でもネコ科に属する動物達

を示します。ライオンやトラなど、ネコに近い印象が

ある種類が並びます。

　動物の分類は姿かたち、種名では判断出来ません。

例えば、よく似ているといわれる三種の動物、タヌキは

イヌ科でアライグマはアライグマ科、アナグマはイタ

チ科です。似たような姿や模様をしていても、分類し

てみればバラバラです。

　これは分類する上で形態的特徴だけでなく遺伝子が

深く関わっているからです。時代の進歩と共に分類法

は変化してきました。そして、未だ完成とはいえません。

野鳥図鑑の発行年が異なれば、その空白の期間の中で

分類が変わってしまった鳥もいます。生き物の図鑑を

開いた時、その分類にも目を向けてみて下さい。

  2. ハクビシンの得意と苦手
　飼育している上で感じるハクビシンの特徴がいくつ

かあります。まずは器用な尻尾の使い方です。木を登

る時、枝に長い尻尾を軽く巻いて支えにしている姿を

目にすることがあります。バランスを取るためだけで

ない使い方は、サルの仲間と少し似ています。尻尾に

触ってみると意外と太くて筋肉があります。

　次は毛に覆われていない肉球です。手に広がる可愛

らしいピンク色の肉球、その範囲は非常に広いです。

　ネコのように爪の出し

入れが出来ないハクビシ

ンは、この手足の肉球を

使ってしっかりと物を掴

むことが出来ます。これ

を上手に利用すること

で、木にぶら下がるよう

な姿勢で果実を食べるこ

とが出来ます。

　そして、タヌキやキツネと比べて非常に寒がりです。

肉球が毛に覆われていないのも原因の一つでしょうが、

日本の哺乳類の多くが行う、夏毛と冬毛の抜け替わる

換毛の時期がほとんどありません。抜けた毛が体から

浮いたり、夏に毛が薄くなって痩せたように見える現

象もありません。強いて言えば、秋に食欲が旺盛にな

り肉付きが良くなるくらいです。

　付属園のハクビシンは、特に寒い日になると毛布に

包まって出てこない日があります。それでもご飯が食

べたくて、震えながら出てきては採食を終えると毛布

へと戻ってゆきます。過去に湯たんぽを入れた時はそ

こから一歩も動かず、ご飯を食べに出て来れなくなり

そのままおしっこもする始末。これでは駄目だと飼育

員に没収されました。

　このように、大町の厳しい冬はハクビシンに相当堪

えるようです。秋には餌を多めに与えて体重を増やし

て冬を越すのに十分な脂肪を蓄え、寒くなってきたら

毛布を入れてと冬用の対応を取るようにしています。

それでも身を縮めて寒そうにしている時はかわいそう

で、元気いっぱいの暖かい季節のハクビシンの姿が恋

しくなります。

このように、毛布に包まるのがとても上手です。
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　大町市内ではGW頃から田んぼに水が張られ、いよ

いよ夏本番に向けた景色になってきました。田んぼに

水が張られると一斉に姿を現すのがカエル。夕暮れ時

から大きな合唱音が響き渡ります。

　さて、少し前のアニメの曲で「トノサマガエル、ア

マガエル、カエルにいろいろあるけれど～♪」と言っ

た歌詞がありますがご存知でしょうか？大町市内でも

トノサマガエル、アマガエルの他にモリアオガエル、

ヤマアカガエル、シュレーゲルアオガエルなど、多く

の種が生息しています。

　中でもアマガエルは生息する環境によって体色を

様々変化させることができ、スタンダードな緑の他、

茶色や灰色などの姿を見かけたことがある方は多いか

と思います。これは目から入った周囲の色の情報によっ

てホルモンが分泌され、それが体の表面の色素細胞に

作用して伸び縮みさせることで様々な体色を発現させて

いるためです。

　そんな個性あふれるアマガエルの中でも珍しい色をし

たカエルと出くわすことがあります。それは青いアマガ

エルであり“幸せを呼ぶカエル”とも呼ばれます。なぜ

青色なのか？ブルーシートの上で発見したから？いえい

え、これは皮膚にある黄色い色素細胞の欠損が原因と言

われており、緑になれないカエルなのです。この青さに

も個体差があり、色素の欠損程度により全身真っ青の個

体もいれば、淡い水色の個体、中には頭だけが青色と言っ

た最先端のおシャレさんもいるようですが、私はまだ淡

い水色の個体にしか出会ったことがありません。

　この夏は田んぼに小さな幸せや自分に似たカエルを探

しに行ってはいかがでしょうか？　　
（市立大町山岳博物館　学芸員）

藤田　達也

無  料
Free

展示・イベントのご案内

夏休み！たかがり自然探険隊

　水辺の生き物を探したり、夜の虫や

動物の観察を行います。2 日目には

1,164m の鷹狩山の山頂を目指しま

す。

■期日　7 月 28 日（水）・29 日（木）

■時間　9 時 30 分～正午

■主催　長野県山岳総合センター

　（当館共催）

■受付　山岳総合センター

■会場　大町公園および当館周辺

■対象　小学生

■定員　15 名（先着）

■費用　3,000 円

■申込み　前日までに山岳総合セン

ターへお電話ください。

　（026-239-1031）

わくわくチャレンジ教室

「みんなで温暖化ウォッチ
セミの抜け殻を探せ！」

　大町公園でセミの抜け殻を探し、同

定します。抜け殻からどんなセミが暮

らしているかを知り、過去の結果と照

らし合わせて、地球温暖化が生き物に

及ぼす影響について学びます。

■期日　8 月 4 日（水）

■時間　10 時 00 分～正午

■主催　長野県環境保全研究所

　（当館共催）

■場所　大町公園および当館周辺

■対象　小学生とその保護者

■定員　20 組（先着）

■費用　無料

■申込み　前日までに長野県環境保

全研究所へお電話ください。

　（026-239-1031）

自然ふれあい講座

山博友の会だより
当会またサークル４団体（ボランティアの会・烏帽子の会・花めぐり紀行・山岳文化研究会）の活動は、博物館公式HPでご覧いただけます。

探鳥会in 大峰 （5月9日）

　昨年実施できなかった探鳥会を、池田町大峰山一帯で開

催することができました。山岳博物館の栗林学芸員を講師

として、前半は山頂付近の白樺の森を途中２ヶ所でしばら

くとどまって散策観察を行い、後半は大カエデから林道を

南に回って、直下から大カエデに戻るコースを歩きました。

26 種類を確認でき、ウグイス、キビタキはにぎやかに、

クロツグミは梢でさえずり、ゆっくりと姿を見せてくれま

した。

　探鳥会をメインとしましたが、ウワミズザクラなどの花

にも目を配り、爺ケ岳カルデラから来た凝灰岩も観察しま

した。山望は北アルプスはもとより、火打・焼山などの頸

城の山々も望むことができました。

「超！蝶観察会」

　大町公園や博物館周辺を散策して、

蝶の採集・観察を行った後、博物館で

収蔵する蝶の標本を顕微鏡で詳しく

観察します。

■期日　８月１日（日）

さんぱく こども夏期だいがく

■時間　午前 10 時 00 分～正午

■場所　大町公園および当館周辺

■対象　小学生とその保護者

■定員　20 名（先着）

■費用　無料

■申込み　当館へ参加希望者の氏名・

住所・電話番号・生年月日を FAX

または E メールにて

「河原の石ころを見に行こう」

　北アルプスは約 200 万年前から

火山活動と隆起を始め、現在の姿にな

りました。高瀬川支流の篭川には、北

アルプスから削り出された石ころが

たくさんあります。石ころを観察し

て、北アルプスの成り立ちをさぐりま

す。

■期日　9 月 12 日（日）

■時間　9 時 00 分～ 11 時 30 分

■場所　篭川の河原

■対象　親子

■定員　10 組（先着）

■費用　1 組 500 円

■申込み　当館へ参加希望者の氏名・

住所・電話番号・生年月日を FAX

または E メールにて

親子地学教室

人事異動のお知らせ
　令和３年４月１日付で、当館職

員に次の異動がありました。

転出　関　悟志（学芸員） 

   　　※大町市文化財センターへ転出

新任　江津　文人（事務員）
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